
２　ふるさと教育・キャリア教育の推進と学校・家庭・地域の連携、協働

2-(4)
学校では、家庭や地域と一
体となって、ふるさと時津
を愛する心を育んでいる。

1-(2)
家庭学習の習慣が身につ
いている。または、身につ
いてきた。

1-(3)
先生方は、授業や個別指
導等で生徒の学力を向上
させようと努力している。

1-(1)
先生方の授業がわかりや
すく、主体性を育む授業を
実践している。
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　平素より、本校の学校経営にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

　今年度７月（前期）及び１２月（後期）に、生徒・保護者・職員を対象に学校評価を実施しました。

　これまで「GLOCAL鳴北」を合言葉に、「グローバル化時代を見据え、より広い視野で、かつ、地元愛にあふ

れる生徒の育成」を目指すとともに、知徳体のバランスが取れた生徒の育成を目指し、尽力してきたところで

す。

　この度、以下のとおり、学校評価の結果が出ましたのでお示しします。この結果を今後の学校経営に生かして

いく所存です。なお、結果の色分けは、以下の下のとおりです。

１　学校指導の充実・確かな学力の向上
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3-(10)
先生方は、悩みや相談を温
かく聞いてくれる。

2-(5)

学校では、異なる文化や習
慣への理解と日本人とし
ての誇りについて学ぶこ
とができている。

2-(6)
学校は、通信やHP等で、
学校の様子を広く発信し
ている。

2-(7)

授業や総合的な学習の時
間などで、ふるさと時津や
自分の将来について学ぶ
機会がある。

３　生徒指導・特別支援教育の充実

3-(8)
先生方は、一人ひとりを大
切にした支援を行ってい
る。

3-(9)

いじめは絶対に行わない
という意識をもって、普段
から友人や周囲の人と接
している。
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６　教育の情報化推進と教職員の資質向上

6-(16)
授業や学校での活動にお
いて、ICT端末を積極的に
活用した。

４　道徳教育・学級活動の充実による豊かな心の育成

4-(11)

道徳の授業で、自分の意
見や友達の意見をお互い
に伝え合うことができて
いる。

4-(12)
生徒会活動に対して、主体
的・積極的に取り組んだ。

4-(13)

友人や家族に対して思い
やりのある言葉で話すな
ど、人権を意識した言動に
心がけている。

５　健やかな心と体のための体力向上と健康安全増進

5-(14)
食事や睡眠に気をつけ、規
則正しい生活に心がけて
いる。

5-(15)
体育の授業や部活動をと
おして、体力の向上に粘り
強く取り組んでいる。
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6-(18)

情報メディア（携帯・スマ
ホ、ゲーム機器等）の使い
方のルールやモラルを
守っている。

７　安全・安心な学校づくり

7-(19)
先生方は、様々な危機を想
定し、現状に応じた避難等
の対応を指導している。

7-(20)
学校は、安心して安全に生
活できる場所だと思う。

6-(17)

「ドリルパーク」や「マナビ
リア」による学習履歴を活
用し、自分に合った学習を
進めている。
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